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創
怠
百
二
十
周
年
に
吋
け
て

木

村

謙

児

同
窓
会
長

報

み
か
ん
の
白
い

花
が
咲
き
誇
り
、

街
中
が
柑
橘
の
香

り
が
た
だ
よ
う
良

き
季
節
と
な
り
、

こ
の
良
き
季
節
に

八
幡
浜
市
で
は
、
「
ダ
ル
メ
イ
ン
世
界
マ

ー
マ

レ
ー
ド
ア
ワ
ー
ド
&
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
日
本

大
会
」
が
八
幡
浜
み
な
っ
と
を
メ
イ
ン
会
場

と
し
て
開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
に
来
場
い
た

だ
き
、
更
に
千
六
百
余
の
出
品
数
で
成
功
裡

に
終
わ
り
ま
し
た
。

同
窓
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
揺
々

ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
八
幡
浜
高
校
同
窓
会
で
は
平
成
三

十
年
度
よ
り
、
本
部
役
員
の
常
任
理
事
と
し

て
新
た
に
七
名
の
本
校
P
T
A
会
長
経
験
者

に
加
わ

っ
て
い
た
だ
き
、
役
只
会
に
お
い
て

同
陥
険
怜
協
慨
が
椴
杓
挺
さ
れ
、

釧
剖
剖
ゴ

十
周
年
に
向
け
て

の
動
き
が
加
速
し
て
参
り

ま
ι
1レ
れ
ん
。

こ
こ
で
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

ま
ず
始
め
に
六
月
三
十
日
の
本
部
総
会
を
皮
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切
り
に
八
月
十
八
日
松
山
支
部
、

二
年
ぶ
り

に
十
月
二
十
日
に
附
束
同
窓
会
、
十
二
月
七

日
名
坂
ク
ラ
ブ
、
そ
し
て
年
が
変
わ
り
二
月

一一
日
西
予
支
部
、

二
月
二
十
三
日
近
畿
同
窓

会
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
部
を
含
め
四
百

四
十

一
名
の
同
窓
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ

い

た
事
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

特
徴
的
に
は
、
関
東
同
窓
会
が
二
年
ぶ
り

に
単
独
開
催
と
な
り
新
た
に
赴
任
さ
れ
た
佐

伯
校
長
、
本
部
役
員
と
の
交
流
、
懇
親
も
図

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
近
畿
支
部
で
は
南
予

圏
域
の
各
高
校
と
の
連
携
も
強
化
さ
れ
、
名

称
も
近
畿
同
窓
会
と
改
め
今
後
も
活
発
な
活

動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
全

て
の
会
で
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
役
員
並

び
に
会
員
の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
も
、
多
く
の
同
窓
生
が
参
加

で
き
る
よ
う
、
会
員
の
皆
様
が
互
い
に
呼
び

か
け
を
お
願
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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さ
て
、
今
春
卒
業
し
た
百
九
十
五
名
を
迎
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え
、
同
窓
生
総
数
三
万
七
千
四
百
六
十
三
名

と
な
り
、
い
よ
い
よ
来
年
度
は
、
創
立
百
二

十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
元
号
も
令
和
と
な
り

八
幡
浜
高
等
学
校
百
二
十
周
年
記
念
事
業
期

成
会
を
発
足
さ
せ
、
具
体
的
な
事
業
及
び
行

事
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
同

窓
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
御
支
援

・
御
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
結
び

と
致
し
ま
す
。

校

長

佐

イ自

乃

向
暑
の
候
、
同

窓
生
の
皆
様
に
お

か
れ
ま

し
て

は、

ま
す
ま
す
御
健
勝

で
御
活
躍
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

本
伴
ト
机

伽

棋

院

鮫

伯

和

ド

rド
毎

年

と1
U陪
・随
料
個
か
わ
い
い
l
悩
撲
桝
ト
v
hvス
の

一
学
年
五
ク
ラ
ス
で
、
計
五
百
七
十
八
名
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

四
月
九
日
に
は
元
気
な
新
入
生
が
百
九
十
六

剖
刈
判
・し
、
大
城
八
幡
浜
市
長
械
は
じ
め
多
く

の
御
来
賓
の
皆
さ
ま
に
御
列
席
い
た
だ
き
、
盛

大
に
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
校
入
試
を
見
事
突
破
し
て
、
晴
れ
が
ま
し

く
集
う
新
入
生
の
姿
は
誠
に
頼
も
し
く
、
ま
た
、

今
年
は
珍
し
く
桜
が
残
っ
て
お
り
、
下
手
な
が

ら一

旬
詠
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

満
開
の

桜
下
に
集
う
入
学
式

制
服
の

折

り

目
清
ら
か
新
入
生

頼
も
し
き
俊
英
の
集
い

山
笑
う

ま
た
、
新
年
度
早
々
、
嬉
し
い
こ
と
が
協
り

ま
し
た
。
本
校
野
球
部
の
春
季
大
会
準
優
勝
で

す
。
咋
日
の
愛
媛
新
聞
に
は
、
「
八
幡
浜
春

め
く
投
打
」
の
文
字
が
紙
面
を
飾
っ
て
い
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
の
活
躍
に
、
本
当
に
胸
を
抽
出
く

い
た
し
ま
し
た
。
文
武
両
道
の
進
学
校
と
し
て
、

堂
々
の
活
躍
で
し
た
。

今
春
行
わ
れ
た
南
予
総
体
に
お
き
ま
し
て

は
、
陸
上
部
女
子
が
二
十
五
年
連
続
優
勝
、
男

子
が
九
年
連
続
優
勝
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

が
優
勝
、
女
子
は
五
年
連
続
優
勝
、
卓
球
部
女

子
が
ダ
ブ
ル
ス
で
十
五
年
ぶ
り
に
優
勝
し
ま
し

た
。
陵
阪
際
総
林
ド
相
ト
陪
仏
什
M
れ
名
が
出
場

し
、
男
子
陸
上
競
技
部
が
総
合
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。
実
質
的
な
文
武
両
道
の
進
学
校
と
し

て
の
面
目
躍
加
の
感
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
三
十
年
度
の
進
学
実
績
で
は
、

愛
媛
大
学
医
学
部
医
学
科
、
京
都
大
学
、
大
阪

結

い

医

V
悼
怜

r初
陣
闘
状
枠
陪
陰
M
W

八
十
名
近
く
の
生
徒
が
国
公
立
大
学
に
合
問
し

ま
し
た
。

新
元
号
「
令
和
」
は
、
「
厳
し
い
寒
さ
の
後

に
春
の
訪
れ
を
告
げ
、
見
事
に
咲
き
誇
る
締
の

花
の
よ
う
に
、
一
人

一
人
の
日
本
人
が
明
日
へ

の
希
望
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
花
を
大
き
く

咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
日
本
で

あ
り
た
い
と
い
う
願
い
」
が
こ
も
っ
て
い
る
と

さ
れ
ま
す
。

I
l
l
1

本
年
か
ら
、
八
幡
浜
高
校
は
、
八
高
D
P
と

銘
打
ち
、
具
体
的
に
、
卒
業
ま
で
に
'
討
に
付
け

た
い
人
物
像
注
祥
阪
国
慨

K
LV
愉
肱
除
制
始

し
ま
す
。
こ
の
八
高
デ
イ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
は
、

三
月
に
、

生
徒
、
教
職
員
全
員
で
考
え
た
新
し

い
学
校
目
標
で
す
。

八
幡
浜
高
校
の
八
、
末
広
が
り
の
人
に
ち
な

ん
で
、
八
個
設
定
い
た
し
ま
し
た
。

.

『

G
創
造
力
②
決
断
力

③
行
動
力

一

一④
対
応
力

⑤
突
破
力

⑤
継
続
力

一

一⑦
構
想
力

③
深
化
力

一

の
八
つ
で
す
c

今
年
度
か
ら
、
こ
の
八
高
D
P
に
向
か
って、

学
校
が
一

丸
と
な
っ
て
、
深
い
学
び
の
フ
ィ
ー

ル
ド
を
作

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
深
い
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
、
生
徒
一

人
一
人
の
個
性
あ
ふ
れ
る
可
能
性
の
桜
梅
桃
李

の
花
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
咲
き
誇
っ
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

本
校
の
強
さ
は、

部
活
動
や
様
々
な
活
動
を

大
切
に
す
る
公
立
の
進
学
校
で
あ
る
こ
と
だ
と

感
じ
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
、
実
に
多
忙
で
す
。

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
勉
強
や
部
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
努
力
は
、
社
会
に
出

た
と
き
に
、
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
(
困
難
を
乗
り
越

え
る
力
)
と
し
て
、
生
き
る
力
と
な
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

明
年
、
令
和
二
年
、
い
よ
い
よ
本
校
は
創
立

百
二
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
準
備
と
し
て
、

本
年
は
、
周
年
記
念
行
事
の
た
め
に
、
内
容
等

の
検
討
を
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と

も
本
校
の
教
育
活
動
に
対
す
る
変
わ
ら
ぬ
御
支

援

・
御
協
力
を
お
願
い
し
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。



(2) 

演
題

デ
ザ
イ
ン
と
ア

l
ト
に
で
き
る
こ
と
一

八
幡
浜

1
東
京
1
尾
道

1
八
幡
浜

図
工
室
ロ
o
ω
-mコ
&
〉
ス一
ω
σ

報

平

成

三
十

年

度

の

文

化

講

演

会

に

、

現

在

八

幡

浜

市

で

図

工

憧
同
協
腕
h
同
h
V円
け

一
号
・
を
聞
い
て
お
ら
れ
る
高
岡
陽
先
生
を

お
迎
え
し
ま
し
た
。
高
岡
先
生
は
、
昭
和

五
十
七
年
に
八
高
普
通
科
を
卒
業
さ
れ
た

後
、
東
京
嬰
術
大
学
美
術
学
部
デ
ザ
イ
ン

科
に
進
ま
れ
、
佐
藤
晃
二
ア
ザ
イ
ン
室
な

ど
を
経
て
、
平
成
二
十
年
か
ら
は
尾
道
市

立
大
学
芸
術
文
化
学
部
美
術
家
デ
ザ
イ
ン

コ
ー
ス
で
准
教
授
と
し
て
教
鞭
を
取
ら
れ

ま
し
た
。
現
在
は
、
八
幡
浜
市
新
町
商
庖

街
で
「
図
工
室
ロ

g何
ロ
&
〉
Z
E
σ
・
」
を

主
宰
さ
れ
て
お
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
作

品
を
発
表
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
講
演
で
は
、
御
自
分
の
高
校
生

活
や
大
学
生
活
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
デ

ザ
イ
ン
に
対
す
る
思
い
を
熱
く
諮
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
八
幡
浜
市
の
活

性
化
に
向
け
て
様
々
な
活
動
を
し
て
お
ら

れ
、
中
で
も
「
黒
い
商
庖
街
」
は
、
そ
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
か
ら
「
何
が
黒
い
の
川
-」
と
い
う

疑
問
を
持
つ
と
思
い
ま
す
が
、
高
問
先
生

の
手
に
か
か
る
と
、
黒
と
オ
レ
ン
ジ
の
の
ぼ

り
ゃ
お
い
し
い
お
庖
を
紹
介
す
る
黒
本
な

ど
の
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ユ
な
作
品
が
商
庖
街
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王
催

高

岡

陽

氏

(第
三
十
三
回
卒
)

を
今
ま
で
と
は
議
っ
た
雰
囲
気
に
し
て
く

れ
、
黒
い
ポ
ス
ト
や
黒
い
自
販
機
を
探
す

楽
し
み
が
増
え
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
尾
道

市
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
な
ど
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
デ
ザ
イ
ン
を
写
真
で
紹
介
し

て
く
だ
さ
り
、
普
段
何
気
な
く
目
に
す
る

も
の
も
、
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
悩
み
作
り
上

げ
る
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
八
高

出
身
の
先
輩
の
作
品
だ
と
い
う
こ
と
に
気

づ
い
た
生
徒
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

八
幡
浜
市
を
含
め
、
愛
媛
県
内
に
い
る

と
、
「
美
術
」
と
か
「
デ
ザ
イ
ン
」
を
職

業
と
し
て
生
活
し
て
い
く
こ
と
は
ハ
ー
ド

ル
の
高
い
こ
と
だ
と
考
え
が
ち
で
す
。
身

近
な
人
に
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
画
家
が
い
る
、

と
い
う
生
徒
も
少
な
い
で
し
ょ
う
。
保
護

者
の
立
場
か
ら
見
て
も
、
不
安
に
思
う
方

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
の

講
演
か
ら
、
信
念
を
持
っ
て
取
り
組
み
、

努
力
し
進
ん
で
い

く
こ
と
で
、
周
り

の
人
た
ち
も
巻
き

込
ん
で
、
困
難
だ

と
思
え
る
夢
を
か

な
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
生
徒
た
ち

に
感
じ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

も(

演
題
一人
の
大
学
教
授
か
ら
高
校
生
に

で
き
る

(か
も
し
れ
な
い
)
助
言

慶
鷹
義
塾
大
学繁

訪
問
教
授

桝

算

男

氏

(第
十
五
回
卒
)

五
月
二
十
日
、
東
京
大
学
名
替
教
授
で
、

現
在
慶
膳
義
塾
大
学
訪
問
教
授
を
さ
れ
て

い
る
繁
桝
算
男
先
生

(昭
和
三
十
九
年
普

通
科
第
十
五
回
卒
)
に
よ
る
講
演
会
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「

一
人
の
大
学

教
授
か
ら
高
校
生
に
で
き
る

(か
も
し
れ

な
い
)
助
言
」
で
、
繁
桝
先
生
御
自
身
の

経
験
談
や
、
大
学
入
試
を
好
機
と
考
え
る

こ
と
、
ま
た
進
路
選
択
の
際
に
ど
の
よ
う

に
意
思
決
定
を
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
理

学
が
御
専
門
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
各
教

科
に
つ
い
て
の
学
び
方
や
、
意
思
決
定
を

す
る
際
の
ヒ

ン
ト
な
ど
を

分
か
り
ゃ
す

く
説
明
し
て

い
た
だ
き
、

生
徒
た
ち
は

熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま

し
た
。

平
成
三
十
年
度
同
窓
会
報
告

八
幡
浜
高
校
の
同
窓
会
は

本
部
と
松
山
支
部

・
関
東
同
窓
会

・
近

畿
同
窓
会

・
西
予
支
部

・
名
坂
ク
ラ
ブ
の

五
支
部
、
卒
業
生
総
数
三
七、

0
0
0余

名
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
本

部

・
各
支
部
で
総
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

多
く
の
同
窓
生
の
参
加
を
募
っ
て
い
ま
す
。

O
松
山
支
部
総
会

開

催

日

平

成
三
十
年
八
月
十
八
日

会

場

東

京

第

一
ホ
テ
ル

参
加
者
百
二
十
八
名

参
加
者
が
最
も
多
い
支
部
総
会
で
、
同

窓
生
が
た
く
さ
ん
住
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

若
い
参
加
者
も
、
心
強
く
感
じ
て
お
ら
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

O
関
東
同
窓
会

開
催
日

平

成

三
十
年
十
月
二
十
日

会
場
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ

参
加
者
七
十
四
名

二
年
ぶ
り
の
開
催
と
あ
っ
て
、
再
開
を
懐

か
し
が
る
同
窓
生
が
多
く
お
ら
れ
ま
し
た
。

仕
事
を
通
し
て
、
同
窓
生
と
つ
な
が
っ
た
方

も
お
ら
れ
、
改
め
て
八
高
同
窓
生
が
様
々
な

と
こ
ろ
で
活
躍
し
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。



(4) 

八
幡
浜
高
等
学
校
同
窓
会
総
会

平
成
三
十
年
六
月
三
十
日

ハ
|
パ
l
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
百
二
十
名

f

4

昨
年
度
の
同
窓

ゼ
前
一ム医
科
国
同

W
副

E
圃

の
中
山
博
道
先
生

1.s・
除
惟
除
情
K
4
1

ト

l
b
圃

岡
長
治
先
生
(
国

l
I
h-
-
語
)
を
お
迎
え
し

h

圃
園
圃

て

行

わ

れ

ま

し

j

r剖
周
回

た
。
お
二
人
と
も

'a・
四
回

ご
自
分
の
得
意
と

・1バ
斗

す

る

分

野

で

活

込や

邑

躍
さ
れ
て
お
り
、

若
々
し
く
大
変
お
元
気
で
し
た
。
先
生
方

を
慕
っ
て
教
え
子
で
あ
る
同
窓
生
や
同
僚

と
し
て
働
い
て
い
た
同
窓
生
が
大
変
多
く

集
ま
り
、
若
か
っ
た
と
き
に
部
活
動
や
授

業
で
愛
情
の
こ
も
っ
た
厳
し
い
指
導
に
つ

い
て
思
い
出
話
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。
平
岡
先
生
が
帰
り
際

に
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
い
た
「
そ
ん
な
に
僕

は
叱
っ
て
た
か
な
あ
:
・
」
と
の
お
言
葉
が

印
象
的
で
し
た
。
ま
た
今
回
は
、
八
幡
浜

女
学
校
の
同
窓
生
の
方
が
多
く
参
加
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
友
達
と
誘
い
合
っ

て
元
気
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
姿

は
、
私
た
ち
同
窓
生
の
励
み
に
な
り
ま
す
。

幸日.6. :D;' 同 窓1:ョ

E司}¥ 28号

平
成
三
十
年
度
愛
媛
県
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
や
第
六
十
七
回
秋
季
県
展
で
も
美

術
部
と
書
道
部
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

第
六
十
七
回
秋
季
県
展

特
選
「
視
線
」

笹

田

わ

か

こ

平
成
三
十
年
度
愛
媛
県
高
文
祭

優
秀
賞

「
い
ろ
ど
り」

上

原

璃

乙

千τEb 
イ乎尋i-
5永下51
彦、防2
え則L
咲呼池

i峰:

八
幡
浜
高
校
野
球
部
、
春
季
四
園
地
区
高

等
学
校
野
球
愛
媛
県
大
会
で
準
優
勝

f

野
球
部
が
春
季
凹
園
地
区
高
等
学
校
野

球
愛
媛
県
大
会
で
準
優
勝
に
輝
き
ま
し

た
。
一

回
戦
で
は
松
山
南
高
校
を
七
回

コ
ー
ル
ド
の
十
対
二
で
、
準
々
決
勝
で
は

聖
カ
タ
リ
ナ
学
園
高
校
を
三
対
二
で
、
準

決
勝
で
は
今
治
北
高
校
を
十
一
対
八
で
破

り
ま
し
た
。
決
勝
戦
で
は
今
治
西
高
校
に

三
対
六
で
惜
敗
し
ま
し
た
が
、
勢
い
の

あ
る
試
合
ぶ
り
で
し
た
。
ム

こ
れ
か
ら
夏
の
大
会
に

v

向
け
て
、
さ
ら
に
練
習

に
励
み
ま
す
。
同
窓
生

の
皆
さ
ん
、
応
援
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

商
業
研
究
部
、
全
国
大
会
に
ニ
年
連
続
出
場
f

富田昌伊且盟日開司苦'IId'f咽E. 

商

業

研

究

部

が
、

平

成

二
十

九
年
度
に
続
き、

平

成

三

十

年

度

も
全
国
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。

関
岡
阿
同
凶
川

十
一二
連
覇
で
す
。

平

成

三
十
年
度

は
、
汁
郷
土
愛
の

醸
成
を
目
指
し

て
」
を
テ

l

マ

に
、
「
未
利
用
魚
」
を
使
用
し
た
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
八
幡
浜
港
で
水
揚
げ
さ
れ

た
米
利
用
魚
を
使
っ
た
給
食
メ
ニ
ュ
ー
を

考
案
し
小
中
学
生
に
食
べ
て
も
ら

っ
た

と
こ
ろ
、
と

て
も
好
評
で
、
今
年
度
は

さ
ら
に
地
元
で
と
れ
る
魚
の
お
い
し
さ

を
知

っ
て
も
ら
う
活
動
を
広
げ
よ
う
と
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
大
島
テ
ラ
ス

で
、
未
利
用
魚
を
使
っ
た
食
事
を
提
供
し

ま
し
た
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
味
わ
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
八
幡
浜
港
と
八
幡
浜
駅
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
オ
斗
川
川
叶

例
刊
淵
叫
叫
村
社

り
の
お
見
送
り

活
動
や
、
ふ
る

礼
品
の
一
つ
で

院
怜
似
快
い
い
w

b
い

の
販
売
活

動
も
続
け
て
い

ま

す
。

地
域
の

方
々
の
支
援
に

感
謝
し
、
こ
れ

か
ら
も
活
動
し

て
い
き
ま
す
。

陸
上
競
技
部
女
子
駅
伝
チ
l
ム

オ
二
一
連
覇
で
全
国
大
会
ヘ

f

〈
八
高
人
事
〉

平
成
三
十
年
度
末
に
、
同
窓
生
の
宮
本

昇
二
先
生

(第
四
十
五
回
卒
)、
坂
井
昭
太

先
生

(第
六
十
三
回
卒
)
、
窪
野
遠
志
(
第

二
十
三
回
卒
)
先
生
が
離
任
さ
れ
、
新
し
く

岡
野
博
志
先
生

(
第
二
十
四
回
卒
)
、
道
上

聡
紀
先
生

(第
二
十
六
回
卒
)
、
馬
詰
直
人

先
生
(
第
二
十
七
回
卒
)、菊
池
光
弘
先
生
(第

二
十
八
回
卒
)
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
令
和

元
年
度
に
八
幡
浜
高
校
に
勤
務
す
る
同
窓

教
職
員
は
十
六
名
と
な
り
ま
し
た
。

編
集
後
記
・
お
願
い

令
和
元
年
度
八
高
同
窓
会
報
の
発
行
に

当
た
り
、
原
稿
を
快
く
書
い
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
各
国
で
開
催
し
て
い
る
同
期
会
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
楽
し
い
様
子
を
知
ら
せ
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。






